
市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベント
や会員募集を紹介するものです。掲載申込みの詳細は、市HPをご覧ください。
※掲載の申込方法が「電子申請」に変更になりました。
問広報情報課☎983・2620

三島マンドリーノ・ドルチェ 
第 18 回定期演奏会

時11 月 23 日（水・祝）▶開場：午後１時▶開

演：２時場長泉町文化センター・ベルフォー

レ（駿東郡長泉町下土狩）内可憐で叙情的

なマンドリンの音色をお楽しみ下さい▶曲

目：「80 日間世界一周」「鎌倉殿の 13 人・

メインテーマ」ほか費無料申・問三島マン

ドリーノ・ドルチェ・西☎ 9７3・3339

「心のままアート展 2022」

特別支援学校・支援学級の在校生や卒業生

などの作品展です。最終日はメンバーによ

るキッチンカーでのお仕事体験を開催しま

す時11 月 23 日（水・祝）～ 12 月３日㈯場ぬま

づ健康福祉プラザ・サンウェルぬまづ（沼津

市日の出町）問障害者のしごとを考える母の

会・沼田**kokoronomama.art@gmail.com

第 32 回ＭＯＡ美術館 
三島児童作品展　全作品展示

時① 11 月 26 日㈯午後１時～７時② 2７ 日㈰

午前 10 時～午後３時場生涯学習センター３

階・多目的ホール、市民ギャラリー内市内の

小学生から応募された「絵画」「書写」の全

作品を展示費無料問ＭＯＡ美術館三島児童作

品展実行委員会事務局・高見☎090・1７64・46５７

三島市民吹奏楽団第 36 回定期演奏会

時11 月 2７ 日㈰▶開場：午後１時▶開演：２

時場市民文化会館・大ホール内曲目：富士山

―北斎の版画に触発されて―、伝説の「演歌」

メドレーほか費５00 円（小学生以下無料）※チ

ケットはやまがた楽器店またはミュージック

アート・ギグで販売問三好☎ 090・84７1・93５8

愛と平和をうたう　 
夢の Duet concert in 三島 vol. ３

時12 月 16 日㈮▶開場：午後１時 30 分▶開演：

２時場市民文化会館・大ホール内出演：秋川

雅文さん、オクサーナステパニュックさん費

▶小・中学生 2,000 円▶一般 4,５00 円（当日

券 ５,000 円）※チケットは市民文化会館また

はやまがた楽器店問柴原☎ 090・3５33・3326

動物愛護ボランティア募集 
ＴＮＲのお手伝いをしてみませんか？
時11 月 10 日㈭から場三嶋大社をはじめ市内

各所内静岡県動物愛護推進員による正式な方

法で問題解決します。チラシ配布や事務仕事、

猫の運搬など簡単な作業だけでも可。詳細は

お問い合わせください対成人申・問Mishima

ポーウェルフェア・大塚☎ 090・8860・0７69

上岩崎公園秋まつり

時11 月 12 日㈯午前 10 時～午後３時※小

雨決行、荒天中止場上岩崎公園（文教町）
内地域の居場所、交流の場をつくるイベ

ント費入場無料対市内在住の人問コミュ

ニティスペース・ジモット☎ 986・2133（火

～金曜日午後１時～４時）

第 39 回核兵器をなくし平和をつくる
三島市民のつどい

時11月12日㈯▶ロビー展示：午前10時▶開場：

午後１時▶開演：１時30分場市民文化会館・小

ホール内①平和へのメッセージ、核兵器禁止

条約第１回締約国会議報告②公演「ウクライ

ナへの思いを奏でて」バンドゥーラ奏者・カテ

リーナ費小・中学生５00円、高校生以上1,000円

（協力券）問反核市民の会・加藤☎ 986・3180

第２回　静岡教育アップデート

時11 月 20 日㈰▶開場：午前９時▶開演：

９時 20 分～午後３時 30 分場市民文化会館

３階・大会議室内日本各地でさまざまな

実践ををしている教育者の話を聞き、教

育や子育てに対する理解を深めてみませ

んか費2,000 円対教育に関心のある人なら

誰でも歓迎定５0 人持筆記用具申・問11 月

19 日㈯までに㈱ Qilot**info@qilot.co.jp

「ちょうどいい」を見つけよう 
家計と暮らしを整える生活講座

時11 月 23 日（水・祝）午前 10 時～ 11 時 30 分
場市民活動センター４階・第１・２会議室内

家計簿と生活の中で実践し工夫していること

をお話しします費無料持筆記用具、電卓、ス

マホ、レシート申・問前日までに沼津友の会

☎ 931・3340 または滝川☎ 090・3930・6411

看護職のための再就業研修

時11 月 29 日㈫～ 12 月１日㈭午前９時 30 分

～午後３時 30 分場商工会議所内最近の看護

の動向、感染管理、救急看護、高齢者・認知

症の看護など費無料対看護の仕事をしていな

い看護職免許保持者定先着 20 人程度申・問

静岡県ナースセンター・東部支所☎ 920・2088

みなさんに知ってほしい 
防災と災害時のボランティア活動

時12 月４日㈰午後１時～４時 1５ 分場社会福

祉会館４階・大会議室内危機管理課から市

の防災の取り組み。外部講師からボランティ

ア活動紹介など費無料対市内および近隣市町

在住で防災に関心のある人や災害 VC定会場

40 人、ZOOM80 人申11 月 28 日㈪までに住

所、氏名、年齢、性別、来場か ZOOM をメー

ル（件名「防災講座申込」）で災害 VC 三島・

大澤**mishima_vc@outlook.jp問社会福祉

協議会・災害 VC 三島担当☎ 9７2・3221

女性を対象とした支援事業に 
応募してみませんか

「国際ソロプチミスト伊豆天城」は３賞を募集

しています①「夢を生きる」女性のための教

育・訓練賞 20 万円～ ５,000 ドル②大学女子

学生奨学金③専門学校女子学生支援金※詳細

はお問い合わせください申・問12 月 20 日㈫ま

でにアワード委員長・梶谷純子☎・℻98７・6960

求職者職業訓練「医療事務・ドクターズ
クラーク養成科（短時間）」受講生募集
時12 月 22 日㈭～令和５年３月 20 日㈪各午

前９時 30 分～午後３時場ニチイ学館沼津校

（沼津市大手町３・８・23）内医療機関におけ

る医療事務業務の基本作業を学ぶ費無料（別

途教科書代など）対ハローワークで積極的に

求職活動している失業中の人定14 人※選考

あり申11 月 29 日㈫までに住所管轄のハロー

ワーク問ニチイ学館沼津校☎ 0120・７81・023

令和５年１月１日号への掲載の申込みは、11 月 18 日㈮までに電子申請
（電子申請がご利用いただけない場合は、申込用紙を広報情報課 ℻ 983・2７19）

◀電子申請
　はこちら

文化

その他
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ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
元

気
で
料
理
が
得
意
で
す
。
休
日
に
二
年
生

の
双
子
と
ぼ
く
の
三
人
分
の
お
昼
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
特
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
特
製
の
温
か
い
具

だ
く
さ
ん
う
ど
ん
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ

を
食
べ
る
と
心
も
体
も
ぽ
か
ぽ
か
に
な
り

ま
す
。
お
い
し
い
の
で
、
ぼ
く
も
妹
も
た

く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
な
り
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
お
い
し
い
ご

飯
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ

か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
い
し
い
料
理
を

作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

当
番
　
つ
ち
や
　
り
ょ
う

当
番
　
つ
ち
や
　
り
ょ
う    

さ
ん
さ
ん

　
今
回
は
、
市
街
地
に
位
置
す
る
上

才
塚
遺
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
の
静
岡
県
域
は
、
か
つ
て

遠と
お
と
う
み
の
く
に

江
国
•
駿す

る
が
の
く
に

河
国
・
伊い

ず
の
く
に

豆
国
の
三
つ

に
分
か
れ
て
い
て
、
伊
豆
諸
島
（
現

東
京
都
）
を
含
む
伊
豆
半
島
は
、
伊

豆
国
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
は
、
国
内
を
統

治
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て「
国こ

く
ふ府

」、

い
わ
ば
県
庁
所
在
地
の
よ
う
な
場
所

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
伊
豆
国

の
場
合
、
国
府
所
在
地
は
こ
こ
三
島

市
域
に
当
た
り
ま
す
。
国
府
に
は
、

「
国こ

く
ち
ょ
う庁
」
と
呼
ば
れ
る
国
内
の
政
務

を
処
理
す
る
た
め
の
中
心
的
な
庁
舎

（
今
で
い
う
県
庁
舎
の
よ
う
な
も
の
）

が
造
営
さ
れ
、
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た

「
国こ

く
し司

」
と
呼
ば
れ
る
役
人
が
、
そ
こ

で
政
務
を
執
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
司
は
朝
廷
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

た
都
の
役
人
で
す
。
六
年
（
の
ち
四

年
）
の
任
期
付
き
で
地
方
へ
派
遣
さ

れ
、
任
期
中
は
、「
国
司
館
」
と
呼
ば

れ
る
官
舎
に
滞
在
し
ま
し
た
。
時
代

�
国こ
く
し
の
た
ち

司
館
の
推
定
地

　
　
　
　
～
上か

み
さ
い
づ
か

才
塚
遺
跡
～

が
降
る
と
国
庁
で
執
る
べ
き
国
務
を

国
司
館
で
執
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
国
司
館
は
単
な
る
社

宅
と
は
言
い
切
れ
な
い
、
公
的
な
性

格
を
あ
わ
せ
も
つ
建
物
で
し
た
。

　

国
府
で
あ
っ
た
三
島
市
域
に
は
、

こ
の
よ
う
な
国
庁
や
国
司
館
の
建
物

が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
国
庁
の
あ
っ
た
場
所
と
い
う

の
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
候
補
地
と
し
て
、
旧
下
田
街

道
東
側
の
本
妙
寺
辺
り
（
大
社
町
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
根
拠
と

な
る
よ
う
な
出
土
資
料
や
建
物
跡
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
国
司
館
に
つ
い
て
は
有
力

な
候
補
地
が
挙
が
っ
て
い
て
、
旧
下

田
街
道
の
東
に
位
置
す
る
上
才
塚
遺

跡
（
東
本
町
）
が
こ
れ
に
当
た
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
遺

跡
は
住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
当
時

の
様
子
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
板
塀
で
囲
ま
れ
た
倉
庫
群
の

跡
と
み
ら
れ
る
柱
穴
の
列
や
、
八
～

九
世
紀
の
土
器
、
瓦
、
十
世
紀
の
も

の
と
見
ら
れ
る
腰よ

う
た
い帯
（
ベ
ル
ト
）
の

飾
り
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
上
才
塚
遺
跡
か
ら
見
つ
か

っ
た
「
巡じ

ゅ
ん
ぽ
う方」

と
呼
ば
れ
る
腰
帯
の

飾
り
で
す
。

　

元
は
正
方
形
に
近
い
形
の
も
の
で
、

割
れ
て
半
分
だ
け
が
見
つ
か
っ
た
状

態
で
す
。
並
べ
て
つ
け
て
飾
り
と
し

た
も
の
で
、
裏
に
は
帯
に
装
着
す
る

た
め
の
紐
を
通
す
穴
が
あ
い
て
い
ま

す
。
巡
方
は
、
そ
の
素
材
に
よ
っ
て

使
用
し
た
人
の
範
囲
を
あ
る
程
度
し

ぼ
れ
る
の
で
す
が
、
本
資
料
は
メ
ノ

ウ
（
鉱
物
の
一
種
）
製
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
司
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
な

位
階
の
役
人
の
腰
帯
を
飾
っ
た
巡
方

だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
資
料
や
建
物
跡
の
構
成
か
ら

判
断
し
て
、
こ
の
遺
跡
を
含
む
範
囲

に
国
司
館
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
資
料
は
現
在
郷
土
資
料
館
の
企

画
展
で
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽

寿
園
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ

実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ 9７1・8228

No.413

▲巡方の破片（オモテ）約４cm

▲巡方の破片（ウラ）

郷土資料館では、企画展「古代伊豆国－国府と国分寺－」を開催中
（１月 29 日まで）
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